
 

 

立ったら自動的にブレーキオン!! 

 
 

G-Guard-II 乗る人を守る自動安全ブレーキ

後退防止機能付き!! 
 

 

取扱説明書  
 

 

 

転倒防止 後退防止 

 

 

 

 

 

 

この度はグンジ株式会社の自動安全ブレーキ G-Guard-II をお買い上げいただき、誠にあり

がとうございました。この取扱説明書はご利用前に必ずお読みになって下さい。 

また、お読みになった後は大切に保管して下さい。 

 



 

自動安全ブレーキ「G-Guard-II」の特徴 
①車いすを左右に拡げて下さい。着座の際の転倒を防止するため自動安全ブレーキにより 

車いすは車輪ロック状態となります。（折りたたみ時は移動がしやすいように自動安全ブ

レーキは解除されています。） 

②車いすに座ります。（勢いよく着座した際、安全の為、後退防止機能が働きます。その後、

車いすを動かすと同時に、後退防止機能は解除されます） 

③着座している間は常に自動安全ブレーキは解除されています。 

④車いすから立ち上がります。座面から離れた瞬間に自動安全ブレーキは車輪ロック状 

態になり移乗時の転倒事故を未然に防止します。 

 

 

安全に関するご注意 

□ご使用の前に、この『安全に関するご注意』をよくお読みのうえ正しくお使いください。 

□本書に記載されている安全上の表示の意味は次のようになっています。 

警告 誤った取り扱いをした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が

想定される内容を示します。 

注意 誤った取り扱いをした時に、人が重傷を負ったり、物的損害の発生が想定さ

れる内容を示します。  

禁止 絶対に行ってはいけない内容を示します。 

 

警告 

○ 車輪ロック状態時（自動安全ブレーキがかかっている時）に無理に動かさないで下さい。 

※自動安全ブレーキが壊れて怪我をする恐れがあります。 

○ 改造、及び分解は絶対にしないで下さい。強度、耐久性が著しく劣化し危険です。 

○ 車いすでの走行中は身体を乗り出さないで下さい。車いすが不安定になり大変危険です。 

○ 滑りやすい床面の場所や傾斜地では自動安全ブレーキが作動していても車いすが動く場合があります

のでご注意下さい。 

○ 傾斜地での走行は大変危険です。自動安全ブレーキは人が乗っている時には車輪ロックしませんので

ご注意下さい。 

○ 座面に手をついての着座はお止め下さい。万が一駐車ブレーキを掛け忘れていた場合、車椅子が移動

してしまい大変危険です。（座ると自動安全ブレーキが解除される為） 

 

 

 

 

 

 



 

 

注意 
 

○ 外側プレート（車輪に付属しているプレート）に指、棒などを差し込まないようにしてください。 

○ G-Guard-II 付車椅子の座面には深く腰掛けてご使用下さい。転落事故の原因となります。 

○ G-Guard-II は、通常の駐車ブレーキの代わりではありません。 

  乗降時は必ず駐車ブレーキをご使用下さい。自動安全ブレーキは補助ブレーキであり、駐車ブレー 

  キのかけ忘れによる転倒事故を防止するためのものです。 

○ 車椅子の機種により若干の違いはありますが、座面に 2.3kg 以上の荷重を掛かると、自動安全ブレー

キが解除されます。 

※クッションをご使用される場合、2.3kg 以下のクッションであっても、材質・形状により自動安全

ブレーキが効かなくなる恐れがありますので、必ずご使用前に、ご確認下さい。 

※クッションの置き場所及び座る位置により、クッションが車椅子の側板に押し付けられてしまい、

自動安全ブレーキが効かなくなる恐れがありますので、ご注意下さい。 

※ビニールレザー生地のクッションをご使用の車椅子には、G-Guard-II が正常に作動しない場合があ

ります。 

 

 

 

禁止 
○ G-Guard-II に無理な力を掛けないで下さい。故障する恐れがあります。 

○ 座面下部に手や指を差し込まないで下さい。挟まって怪我をする恐れがあります。



保守・点検 

毎日、下記の安全点検を行って下さい。 

○ ネジの緩みはありませんか？ 

※緩みは自動安全ブレーキの性能にも影響します。緩んでいたら必ずしっかりと締め

て下さい。 

○ ブレーキはしっかり効きますか？ 

※ブレーキの取り付けネジの緩み、自動安全ブレーキのガタツキ、異音等が無いかご

確認下さい。もし異常がございましたら、直ちに御使用をお止めいただき、すぐにお

買い上げの販売店までご連絡下さい。 

※自動安全ブレーキの動作を円滑に行う上で、左右の丸棒固定プレート及び丸棒箇所

と左右のバネ部への注油を、１ヶ月１回の割合で行って下さい。 

 

 

拡大図 

 

バネ部    丸棒箇所  丸棒固定プレート 

全体図 
 

 

（参考例／自転車の駆動用チェーンへの油差しと同様の意味合いです。） 

 
 
 

☆保証期間 ／ お買い上げ日より１年間 

 
 

 
 

 


	安全に関するご注意

